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倉茂周芳・小羽根澄夫

　　　　　　　1．はしがき
　さきにシグマ3型スピンメータを報告1）したが，今回

シグマ4型スピンメータを試作し，ロクーン観測に使用

したので，その概要について報告する．

　　　　　　　　2。概　　　要

　シグマ4型スビンメータはシグマ3型と同様に光学的

なスピンメータである，スピンメータには種々のものが

あるが，一・as良く使われ．ているのは電波を利用したもの

である．この方式は送信側は簡単で良いが，計測するの

は常に受信側であり，したがってロケット上で計測する
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　　　　第1図　スピンメー一タ外観図

右上方に取り付けられているものがスピンメータ

ためには装置が大型になる欠点がある．またこの型は回

転方向を知るにぱ不良で，もし回転方向をも測るときに

は二つ以上の電波を利用する必要がある、これらの点を

考えシグマ4型スピンメータは光学的方法を利用した．

このスピンメータの機能はシグマ3型の改造で回転数お

よび回転方ri：1Jを測定する以外に設定方向においてスイv

チ回路を閉じる動作をも行なう．実際のロクーン実験で

はこのスピンメータのスイッチ同路はタイマーと組み合

わせてロケットエンジンの点火に利用した．またスピン

の信号およびスイッチ回路の動作信｝｝は地．Lで襯測T－，

ロケット点火のテレコマンド操作に利用Lた．

　　　　　　　　3．　電　気　回　路

　スビンメータの原理は前回述べた通りで7大陽光線を

基準として測定する．動作原理図を第2図に示すように

等間隔の角度の三つの方P’1］に三つのフォトトランジスタ

を取りつける．この場合中心のフォトダイオードの方向，

正確に表現すれば左右のフォトダイオードのr謂テ電流が

平衡する方向が設定方向である．三つのフォトダィオー

ドは装着されているシリンドljカルレンズにより指向性
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第2図　スピンメータのブロック図

テレメーヲ

を有しているので太陽方向により信号電流はそれぞれ増

減する．左右のフォトダイオードからの信号は差動回路

により引算される．それゆえこの出力は太陽位置が右の

フォトダイオードの角度位置から左のフォトダィオード

の位置に移動した場合は＋信号から一信号に変動する．

また太陽位置が左右フォトダイオードの中心位置にあっ

て二つのダイオードからの信号電流が等しいとき，この

差動回路の出力は零となる．この出力信．号を二つの増幅
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第3図　スピンメータ回路図
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第14巻　第2号

器で増幅し二つのリレーを駆動する・一・つ

のリレーは差動回路からの＋信号で動作し

また一つのリレーは一信号で動作する．こ

れらのリレーはすべてブレーク接点で動作

中接点回路は切れる．一・方中心フォトダイ

オードの信号を増幅し一つのリレ・一を駆動

する．このリレe－’一はメーク接点で動作中接

点回路は閉じる．これら三つのリレーの接

点回路を“AND”回路に接続しスイッチ

回路とする．したがってスイッチ回路は太

陽位置が中心フォトダイオードの指向方向

にあって左右フォトダイオードの信号電流

が等しいときに限り回路を閉じる．実際に

このスイッチの閉じる範囲はフォトダイオ

ードの取付角度を30°間隔として，設

定角度を中心に±2°であった．スピ

ンメータの回路図を第3図に示す．ス

ピン信号は差動回路の出力と“AND”

回路の出力とを組み合わせたものであ

る．差動回路の出力は二つのフォトダ

イオードの信号変化であるので，回転

方向，回転速度および概略の回転位置

を知ることができる．“AND”回路か

らの信号ではスピンメータのスイッチ

動作の確認ができると同時にロケット

が設定角度に向いているときの明確な

信号を得ることができる．この出力電

圧はO～4．5Vである．第4図にスピ

ン信号の特性曲線を示す．

　　　　　　　　4．　実　験　結　果
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第5図　ロクーンのスピンデータ
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　　　　　　第6図　スピンメータ解析図

　昭和36年6月にシグマ4型の1，2号機の実験が続

いて行なわれたが，スピンメt”一タとしては幸いに完全に

その機能を発揮した．1号機の実験では折からの曇天で

飛揚後約30分間スピン信号は得られなかったが，雲間

を抜ける時分から徐々に信号レベルは増大した．雲間を

完全に抜けたときはロケットエンジンのイグナイタ回路

のタイマースイッチが入っていたのであるが，スピンメ

ー・タのリレーが動作すると同時にロケット発射が確認さ
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　　　第4図　スピンメータ出力信号

予想ロ馬ト飛は）方向

れている．これはスピンメータのスイッチ回路が正常に

動作していることを示しているが，ロケット発射が雲間

を抜けた直後であったためロクーンのバルーンスァーソ

のスピン運動の解析はできなかった．

　第2号機は天気に恵まれロクーン飛揚後約7分から雲

間を抜けスピン信号を得ることができ，ロケット発射ま

での約85分間観測ができた．第5図に観測結果を示す．

　ロケット発射はこのスピン信号を観測しながらテレコ

マンドにより地上から行なったのであるが，発射付近の

スピン特性および発射角度推定図を第6図に示す．

　　　　　　　　5．　あ　と　が　き

　上述のとおり簡単な光学的スピンメータであるが，二

回の実験にスピンデータを得て，またスイッチ機能をも

果たし得たことは幸いである．スピンメータとしてはい

まだ暫定的なものであるが，より完全なものを現在検討

研究中である．

　終わりに本スピンメe－・一・タの試作にご指導をいただいた

東大生研野村教授をはじめ諸先生方に感謝の意を表する

　　　　　　　　　　　　　　（1961年12月12日受理）

文献1）倉茂，小羽根：生産研究12巻3号P131
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